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石川県金沢市でムラサキシジミの幼虫を観察

松 井 正 人

石川県内におけるムラサキシジミの記録は少なく、これまで20例程度の記録しか知られ

ていない。また、幼虫や卵などの観察例はなく、県内での発生は確認されていなかった。

本年は、６月下旬から医王山の近接した場所で２頭の本種が相継いで採集され、このう

ちの１頭が採集された周辺で、採集の翌日に２齢と思われる幼虫10頭が見付かった。全て

似たような大きさであり、同時期に産卵されたものと思われるが、産卵されてからの日数

はかなり経過していると思われ、この間この場所には、１頭あるいは複数の成虫が飛んで

いたと思われる。

幼虫は、枝先から伸びた成長途中の柔らかい土用芽の先端付近の葉に静止し、１頭以外

は全て葉裏から発見された。葉には、網目状の食痕が残され、幼虫発見の目印となった。

幼虫付近にアリは見られなかったが、土用芽が吹き出した枝には、たくさんのアブラムシ

成虫やアリが観察できた。周辺の木々の背丈は２～４ｍ程度と低く、直射日光も当たる明

るい環境で、幼虫を観察した土用芽の高さは、１～２ｍ程だった。今年は、鱗翅目幼虫に

よる食害が、山間地の樹木に激しかったせいか、この時期に多くの土用芽がみられ、ムラ

サキシジミの産卵には、好条件になっていると思われる。

2002年７月７日 石川県金沢市医王山三千坊 10幼（ミズナラ） 松井正人

最後に、本種採集の連絡をいただいた浅地哲也氏、また、採集地へ案内していただい

た細沼 宏氏に感謝申し上げる。

ムラサキシジミの幼虫とアブラムシ

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１５７ ＡＵＧ. ２００２
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葉裏からなめるようにつけられたムラサキシジミの食痕

幼虫が見つかったミズナラの土用芽（矢印）

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１５７ ＡＵＧ. ２００２
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4月下旬～5月上旬に舳倉島で観察した蝶類

矢 田 新 平

筆者は、石川県輪島市舳倉島の渡鳥調査のため、1975年より春と秋、定期的に渡島して

いるが、1993年より蝶類にも意識的に注意を払うようにしてきた。しかし、残念ながら蝶

類の観察を心がけるようになってからは秋の渡島はしておらず、春のしかも連休のみの限

、 。られた日の観察しかしてこなかったが 下記のごとき4種類の蝶を確認することができた

渡 島 年 と 観 察 し た 蝶

年 渡島日 観察した蝶

1993年 5月2～4日 蝶確認できず

1994年 渡島せず

1995年 渡島せず

1996年 4月28～29日 ヤマトシジミ

1997年 4月28～29日 ヤマトシジミ

1998年 渡島せず

1999年 5月1～3日 ヤマトシジミ、モンシロチョウ

2000年 4月29～30日 ヤマトシジミ

2001年 5月3～5日 ヤマトシジミ、ベニシジミ、モンシロチョウ

2002年 5月3～5日 ヤマトシジミ、アサギマダラ

ヤマトシジミ 1996年4月29日（２頭採集１頭目撃 、1997年4月29日（１頭採集 、■ ） ）

1999年5月1日（１頭目撃 、2000年4月30日（２頭採集 、） ）

2001年5月4日～5日（多数目撃３頭採集 、2002年5月4日（１頭目撃））

島の最優先種であった。気温さえ高ければ必ず観察され、島に定着しているものと思

われる。

ベニシジミ 2001年5月4日（２頭目撃３頭採集）■

遇産なのか、渡りをしているのか分からない。

モンシロチョウ 1999年5月1日（１頭採集 、2001年5月5日（１頭目撃１頭採集）■ ）

島に定着しているのか、内地から野菜とともに持ち込まれたのかは分からない。

アサギマダラ 2002年5月5日（１♀採集）■

春と秋の渡りの時期に観察されているらしいが、今回の記録は、春の渡りとしては早

い方に属すると思われる。

《やた しんぺい 〒923-0802 小松市上小松町丙192-8》
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輪島市とその周辺に於けるオオヒカゲの記録と生態

日吉芳朗・日吉南賀子・日吉宏朗

、 （ ）石川県輪島市におけるオオヒカゲの最も古い記録の一つが 浅見行一･的場和雄 1952

にあり、そこには採集・観察地として河原田村と輪島町（いずれも現在の輪島市）があげ

られ、記録された月は６～９月と記されている。そしてその解説に「時々採集され、一昨

年9月本校校舎内に於いても採集されたことがある」とある。これより推察するに、当時

は個体数は多くないものの、それほどめずらしい種ではなかったようにみえる。

一方 1980年代に能登半島のオオヒカゲがかなり広範囲にわたって調査された結果 能、 、「

登に普通にみられる」と記されるほどに各地で発生していることがわかった（松井正人・

嵯峨井淳郎,1980、松井正人,1982 。しかし幼虫に比して成虫の観察は難しいようにみえる。）

そのためもあってか、筆者の１人日吉芳朗が蝶の採集活動を再開した1993年以降をも含

めて2000年までに採集した個体は７頭にすぎなかった。

1954年６月25日 輪島市河井一本松公園 １♂ 日吉芳朗

1965年７月16日 輪島市河井輪島高校 １♂ 日吉芳朗

1993年８月29日 輪島市石休場 １♀ 日吉芳朗

1997年８月23日 輪島市石休場 １♀ 日吉芳朗

1997年８月28日 輪島市三蛇山 １♀ 日吉芳朗

1999年７月30日 輪島市鉢伏山 １♀ 日吉芳朗

2000年７月30日 輪島市宝立山 １♂ 日吉芳朗

ところが2001年5月5日、松井正人氏が輪島市へゼフィルスの幼虫調査に来られた際、三蛇

山のミズバショウ群生地で幼虫３頭を見つけられた この環境はやや暗い湿地帯でスゲがびっ。

しり生えている。また日吉南賀子も当日２頭を採集し、さらに5月9日にも２頭を得た。

2001年５月５日 輪島市三蛇山 ３幼 松井正人

2001年５月５日 輪島市三蛇山 ２幼 日吉南賀子

2001年５月９日 輪島市三蛇山 ２幼 日吉南賀子

これら７頭は、６月21日から７月２日にかけて４♂２♀として羽化したが、１幼につい

ては、６月６日深夜の激しい雨のために葉上よりすべり落ちたのか、行方不明になってし

まった。白水隆監修（1972）には、オオヒカゲの寄生率が非常に高いような記述がある。

しかし、石川県下では採集した幼虫や蛹から寄生蠅や寄生蜂が出てきた報告はなく、100

％羽化するとされており、ここでもそれが実証されたと考えられる。ともあれ、このこと

が輪島市内にも多数発生する地域があるのではないかとの希望をいだかせた。

９月２日、ハッチョウトンボの生息地探索を目的として、初めて三井町与呂見坂田をた

ずねた。ハッチョウトンボに出会うことはなかったが、明るい休耕田と草丈の高いスゲの

生える湿地が入り混じるかなり広い範囲に、時期的に遅いにもかかわらず多数のオオヒカ

ゲが翔びまわっていた。再度９月８日に訪れた時も、状況はほとんど変わっていなかった
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が、これらの個体のほとんどは鱗粉がはげ落ちて薄くなっていた。

2001年９月２日 輪島市三井与呂見坂田 1♂2♀10頭以上目撃 日吉南賀子・日吉芳朗

2001年９月８日 輪島市三井与呂見坂田 2♂4♀10頭以上目撃 日吉南賀子･日吉芳朗

なお、2001年には輪島市周辺でもいくつかの個体が採集・目撃できた。

2001年７月３日 鳳至郡門前町鬼屋 ２♂ 日吉宏朗

2001年７月４日 鳳至郡門前町鬼屋 ２♂ 日吉宏朗

2001年７月８日 鳳至郡門前町鬼屋 ２頭目撃 日吉南賀子

2001年９月９日 鳳至郡柳田村小間生 １頭目撃 日吉芳朗

2001年９月９日 珠洲市若山中田 １♀ 日吉芳朗

《参考文献》

浅見行一･的場和雄（1952）石川県旧鳳至郡の蝶類について：10，14．輪島高等学校．

松井正人（1982）石川県産オオヒカゲの新産地．翔（32 ：3．）

（ ） ． （ ） ．松井正人・嵯峨井淳郎 1980 口能登～中能登にかけてのオオヒカゲの調査 翔 19 ：4－6

白水隆監修（1972）原色日本昆虫生態図鑑 Ⅲチョウ編：254．保育社．

《ひよし よしろう 〒928-0001 輪島市河井町１部64－1》

オオモンシロチョウ越冬蛹の羽化時期と寄生蠅の羽化時期

松 井 正 人

2001年９月末、北海道産オオモンシロチョウの終齢に近い幼虫12頭をいただき、飼育し

たところ、全て越冬蛹になった。2002年になって羽化を観察していると、８蛹から寄生蠅

が脱出蛹化し、３蛹からオオモンシロチョウが羽化、１蛹は死亡した。この観察で得られ

た寄主と寄生者の羽化時期について報告する。

報告にあたり、オオモンシロチョウの幼虫をいただいた細沼 宏氏にお礼申し上げる。

３月 ４月 ５月

10日 20日 10日 20日

オオモンシロチョウ羽化 ♂ ♀ ♀

寄生蠅脱出蛹化

寄生蠅羽化

オオモンシロチョウは、４月８日１♂、５月12日１♀、５月21日１♀が羽化した。

寄生蠅は、３月24日から４月７日に脱出蛹化し、４月14日から４月20日に羽化した。

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》
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クロホソコバネカミキリの追加記録と一知見

井 村 正 行

本種は、石川県では白山釈迦林道のブナ帯からダケカンバ帯で、過去に３例の採集記録

が有るだけの稀な種であったが、今回多数の確認記録が得られたので、その生態知見と合

わせて報告する。

2000年８月16日 白峰村白山釈迦林道(alt.1500m～1750m) １♂２♀確認 井村正行

2000年８月19日 白峰村白山釈迦林道(alt.1500m～1750m) ４♂３♀確認 井村正行

2000年８月26日 白峰村白山釈迦林道(alt.1500m～1750m) ３♂１♀確認 井村正行

これらの個体は、曇り時々晴れの天候で、10時～16時頃に観察し、確認場所は次のとお

りであった。

確 認 場 所 確認個体数

ダケカンバの樹皮の無い立ち枯れ木（２本）で ７♂ ３♀

ダケカンバの生木の樹皮の欠損部（２本）で １♂ １♀

ダケカンバの倒木の上を飛翔中 １♀

ブナの生木の樹皮の欠損部 １♀

計 ８♂ ６♀

これらの結果より、♂はダケカンバの樹皮の無い立ち枯れに好んで集まり、交尾相手と

の出合の場所となっているように思われた。今回の調査で、立ち枯れ木でも樹皮が完全に

残っているものには、本種を確認することは出来なかった。また、雌は樹皮の無い部分に

産卵するものと思われ、立ち枯れ木でも生木でも、樹皮が欠損している事が産卵条件のよ

。 、 、 。 、うに思えた 今回 ブナもかなり見て回ったが １雌を確認するに止まった この事より

ブナよりも圧倒的にダケカンバを好むものと思われる。

《参考文献》

井村正行（1998）コウチュウ目カミキリムシ科，石川県の昆虫：204．石川県．

《いむら まさゆき 〒920-0211 金沢市湊１-128》

カンボジアとマレーシアの蝶事情について

石 畑 正 夫

2002年1月にはカンボジアヘ、3月にはクアラルンプールヘ行く機会に恵まれたので、両

国の蝶事情について報告する。

■カンボジア

1月30日より5日間のアンコール・ワットの旅に参加する機会に恵まれたので、採集の準
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備をして参加した。

皆さんもご存じのようにアンコール・ワットは、カンボジアのシェムレアップの町より

車で15分くらいのところにあり、歴史によれは紀元1113年から建設が始まり、1200年頃ま

でに完成したアンコール・ワットやアンコール・トムをはじめとして700ほどの遺跡があ

、 、 （ ） 、り これが 1432年シャム 現在のタイ によってアンコール王朝が滅ぼされて以来

1860年フランスの探検家アンリ・ムオによって再発見されるまで400年余り、密林の中に

眠っていたと言われる。世界で現存する遺跡としては屈指の価値ある世界遺産であり、見

るには価値のあるものであった。

カンボジアの蝶であるが、名前は分からないがシェムレアップの町の中にも何種類か見

ることができるし、また、遺跡の中にも見ることができた。ただその中には茂っている枝

の中に潜っていて、叩くと飛び出すがすぐに潜り込み、なかなか捕らえにくいものもあっ

た。シロチョウやカザリシロチョウの類も何種類か見かけたが、飛び方は早い。林がある

とそこには必ず何種類かは居るが、ツアー旅行のため長い時間追いかけることができず、

思うままに採集できなかったのが実情である。それでも23種類、42頭を採集することがで

きた。

カンボジアでは蝶を採集する人は居ないようだ。網を振っていると必ず何人かは集まっ

てくるし 物売りの子供たちは自分の商売も忘れて 言葉は分からないが指差しながら あ、 、 「

そこへ来た、ここにいる」と教えてくれる。遺跡を監視している警官も始めは珍しそうに

見ていたが、やがて私の網を持って楽しそうに追いかける始末、西洋系の老婦人に網を振

るポーズをせがまれ、喜んでカメラの被写体になった一幕もあった。

蝶の種類は多いようであるが、ただ、恐いのは地雷である。足を失った物乞いの青年や

子供を何人か見たが、うっかり薮の中へ入れないような気がした。

■マレーシア

3月28日、学校の春休みを利用して孫3人を連れてマレーシアのクアラルンプールヘ行く

。 、 、ことにした クアラルンプールには長女の主人が 商社を経営して単身赴任しているので

それを頼って行ったのである。

3月28日12時50分成田発、同日夜クアラルンプール着。翌3月29日は、専用の運転手に、

富山大学卒業の中国人の通訳を付けて市内及び近郊の見物で、その中にバタフライ・ガー

デンの見物が入っていた。広い飼育網の中で、150余種類、8000頭の熱帯蝶が乱舞する姿

はとても日本では見ることができない光景、蝶への夢がかき立てられる思いであった。

出発に当って蝶談会の指田先生に予備知識を授かりたいとも思ったが、向こうでどんな

計画をしているか、加えて見物を期待している孫たちのことを考えると、自分の欲望ばか

りを主張するわけには行かないと思って諦めた。

3月30日、31日とキャメロンハイランドヘ行く計画をしてくれたので、相当期待して出
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発した。専用車で運転手を含め6人で午前11時出発、高速道路を北上、タバーのインター

チェンジから別れてキャメロンハイランドヘの道に入る。すぐに道は狭くなり、舗装は完

備しているが曲がりくねった山道である。車窓からは時々シロチョウの飛んでいるのが見

える。20ｋｍほど走るとイスカンダル滝がある。大きな滝ではないが休日のため観光客で

混雑していた。4種類の蝶が見えたが人が多くて採れる状態ではなかった。再びキャメロ

ンハイランドヘ向かい、途中見晴らしのよい紅茶園で休憩して間も無くタナー・ラタの街

へ入る。この街の右へ入った小高い丘の一角に素敵な建物が並んでいる。最近盛んに勧誘

しているロング・ステー用のハウスであろうか、こんなところなら暫く住んでみるのも悪

くないと思った。私達はさらに上方のキャメロンハイランド・ゴルフコースのそばにある

スモークハウスホテルに宿泊することになった。チューダ様式の小さなホテルであるが、

創業は古く、格式も高く、料理も一流を誇っているという。

31日はバリット滝（小さな滝である）の駐車場まで送ってもらい、ここで３時間はど過

ごすことにしたが、地元の人の話しでは「ここに蝶はいない。ここから30ｋｍほど下った

所の滝付近には居る」とのこと、イスカンダル滝のことである。しかしあそこまで送って

もらっていては時間がなくなるのでここで探すことにした。トレッキング用の急坂の山道

を山上の見晴らし台まで上ってみたがやはり蝶は少なかった。予定の時間となり、迎えの

車がきたのでブリッチャンヘ行き、一軒のバタフライ・ファームヘ見学に入ったら殆どが

マニアには喉から手が出そうなラジャ・ブルックで、その他に蛇、サソリ、木の葉虫、カ

メレオンなど珍しい小動物も飼育されていた。

4月1日はゲッティング・ハイランドヘ行くことにした。ここは2000ｍの山頂に3棟の大

きなホテルと遊園地があり、マレーシア唯一のカジノがある。孫たちを遊園地に遊ばせて

おいて私は蝶を探しながら下ることにしたが、ここの道路は日光のイロハ坂のように、急

な山の斜面を切り崩して作った片側2車線の広い道路で、ブレーキの音をきしませて、猛

スピードで上り下りする車で道路を横切るのも危険な状態、蝶は下から上がってきて道を

横ぎり上へ飛んで行くが、追いかけることができない。8ｋｍほど歩いてスリラヤンの交

差点へきたが約束の時間となり、車を待っていると数種の蝶が飛んで行った、その中に大

きなキシタアゲハも見えた。ここにはゴルフ場や農家もあり、ゲッティング・ハイランド

ではここスリラヤンが採集のポイントであるように思われた。

4月2日は市内で用事を済ませ、夜はセランゴール・リバーのホタル見物に行ったが、こ

このホタルはゴマ粒位の大きさで、幼虫はブルンバン（マングロープの一種）の葉を食餌

しているという。クリスマスツリーのように、両岸のブルンバンの木いっぱいに何万匹と

光る様子は「素晴らしい！」の一言に尽きる光景であった。

この旅行で蝶は15種類、30頭とホタル6匹のささやかな収穫であったが、もう一度本格

的な採集に行きたいと思っている。

《いしはた まさお 〒928-0001 輪島市河井町１部１７－１》
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を
予
定
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年

ま
で
の
文
献
を
収
録
し
、
予
約
限

定
販
売
。
予
約
は
八
月
に
行
わ
れ

る
予
定
。

林
床
に
瞬
く
無
数
の
ヒ
メ
ボ
タ
ル

小
松
の
山
間
地
で
開
か
れ
た
ヒ

メ
ボ
タ
ル
観
察
会
に
参
加
し
た
。

発
光
期
間
が
一
週
間
、
発
光
時
間

帯
が
深
夜
と
な
る
と
、
な
か
な
か

観
察
で
き
な
い
が
、
金
沢
ホ
タ
ル

の
会
の
加
藤
氏
の
案
内
で
、
観
察

が
叶
っ
た
。
深
夜
十
二
時
、
ス
ト

ロ
ボ
発
光
し
な
が
ら
林
床
を
低
く

飛
ぶ
ヒ
メ
ボ
タ
ル
に
よ
っ
て
、
暗

闇
に
林
床
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

エ
サ
キ
キ
ン
ヘ
リ
割
り
出
し
に
成
功

タ
マ
ム
シ
界
の
ビ
カ
ビ
カ
ど
こ

ろ
、
エ
サ
キ
キ
ン
ヘ
リ
の
割
り
出

し
に
、
中
西
氏
が
成
功
し
た
。
白

峰
の
河
原
で
ヤ
ナ
ギ
か
ら
頭
を
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
多

数
を
割
り
出
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

頭
も
一
緒
に
削
っ
て
し
ま
っ
た
。

能
都
町
鵜
川
に
ホ
シ
ミ
ス
ジ
？

蝶
研
フ
ィ
ー
ル
ド
一
九
三
号
に

よ
る
と
、
鳥
取
か
ら
福
井
の
海
岸

線
に
、
イ
ワ
ガ
サ
を
食
樹
と
し
た

ホ
シ
ミ
ス
ジ
が
分
布
し
、
イ
ワ
ガ

サ
が
ホ
シ
ミ
ス
ジ
分
布
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
し
て
、

石
川
県
樹
木
分
布
図
集
に
よ
る

と
、
能
都
町
鵜
川
小
垣
に
イ
ワ
ガ

サ
が
あ
る
。
さ
て
、
ホ
シ
ミ
ス
ジ

は
分
布
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

医
王
山
で
ヒ
サ
マ
ツ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

七
月
六
日
、
夕
霧
峠
か
ら
国
見

ヒ
ュ
ッ
テ
に
向
か
う
途
中
で
ヒ
サ

マ
ツ
ミ
ド
リ
二
♂
が
ゲ
ッ
ト
さ
れ

た
。
猛
暑
と
強
風
の
中
、
同
業
者

は
見
あ
た
ら
ず
、
ゼ
フ
竿
を
担
い

で
い
る
の
は
唯
ひ
と
り
、
余
裕
で

振
っ
た
ネ
ッ
ト
に
二
頭
が
吸
い
込

ま
れ
た
。
こ
の
山
塊
で
成
虫
が
採

集
さ
れ
た
の
は
初
め
て
、
ま
し
て

や
石
川
県
で
の
ヒ
サ
マ
ツ
の
記
録

は
卵
、
成
虫
共
に
初
。
こ
の
快
挙
、

細
沼
氏
が
成
し
遂
げ
た
。

紙

吹

雪

の

様

に

ゼ

フ

が

舞

う

大
風
で
木
が
波
の
様
に
揺
れ
、

眺
め
て
い
る
と
船
酔
い
に
で
も
な

り
そ
う
な
大
杉
谷
。
ゼ
フ
達
も
、

樹
上
か
ら
避
難
し
、
下
草
な
ど
に

止
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
一

頭
の
♀
が
飛
び
立
て
ば
、
周
り

の
♂
が
追
尾
し
、
そ
れ
は
風
に
舞

う
紙
吹
雪
。
試
し
に
振
っ
た
嵯
峨

井
氏
の
ネ
ッ
ト
に
は
、
一
♀
十
三
♂

の
エ
ゾ
ミ
ド
リ
が
入
っ
て
い
た
。

加

賀

地

方

は

、

強

風

注

意

報

台
風
の
影
響
か
ら
か
、
大
風
が

吹
き
、
木
々
は
千
切
れ
ん
ば
か
り

に
波
打
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
時
こ

そ
、
ゼ
フ
の
採
集
日
和
り
。
み
ん

な
下
草
に
降
り
て
い
て
、
一
本
だ

け
で
ホ
イ
ホ
イ
採
れ
る
。
長
竿
も
い

ら
な
け
り
ゃ
首
も
痛
く
な
ら
な
い
。

例

会

の

記

録

六
月
六
日
（
木
）
城
南
管
工
一

階
に
て
八
時
か
ら
開
催
。

釈
迦
林
道
は
、
今
年
か
ら
工
事

車
両
専
用
と
な
り
、
一
般
車
は
通

行
禁
止
と
な
っ
た
が
、
入
林
許
可

願
は
引
き
続
き
提
出
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
夏
期
の

市
ノ
瀬
以
奥
の
休
日
通
行
許
可
願

に
付
い
て
は
、
今
年
は
見
合
わ
せ

る
こ
と
と
に
な
っ
た
。

そ
の
他
の
話
題
で
は
、
ヒ
ダ
ギ

フ
ポ
イ
ン
ト
の
石
川
ナ
ン
バ
ー
、

そ
そ
の
か
さ
れ
て
水
の
平
、
水
の

平
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
タ
カ
ネ
ギ
フ

は
鈴
の
音
を
頼
っ
て
、
ム
モ
ン
ア

カ
の
産
地
は
動
く
、
大
杉
谷
の
マ

ス
ダ
ク
ロ
ホ
シ
タ
マ
、
珠
洲
の
ゲ

ン
ゴ
、
な
ど
な
ど
。

参
加
は
、
井
村
、
久
慈
、
富
沢
、

松
井
、
中
西
、
細
沼
、
西
、
生
田

（
耕
）
、
勝
海
、
指
田
の
十
人
。

例

会

の

記

録

七
月
四
日
（
木
）
城
南
管
工
一

階
に
て
八
時
か
ら
開
催
。

中
西
氏
か
ら
、
エ
サ
キ
キ
ン
ヘ

リ
タ
マ
採
集
法
発
見
顛
末
記
が
語

ら
れ
、
次
い
で
今
期
の
医
王
山
ゼ

フ
事
情
に
付
い
て
報
告
が
あ
り
、

中
で
も
、
上
か
ら
見
下
ろ
す
馬
の

背
ポ
イ
ン
ト
に
話
が
集
中
し
た
。

そ
の
他
の
話
題
で
は
、
そ
ろ
そ

ろ
医
王
山
で
ヒ
サ
マ
ツ
が
、
中
宮

の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
カ
ン
ア
オ
イ
、

ク
ロ
セ
セ
リ
と
ラ
ミ
ー
カ
ミ
キ
リ

は
時
間
の
問
題
、
河
原
山
の
キ
リ

畑
に
ア
リ
が
、
な
ぜ
か
少
な
い
今

年
の
ア
イ
ノ
、
な
ど
な
ど
。

参
加
は
、
中
西
、
松
井
、
生
田

（
耕
）
、
西
、
久
慈
、
井
村
、
吉

村
、
大
脇
、
山
岸
、
勝
海
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
参
加
）
の
十
人
。

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１５７ ＡＵＧ. ２００２
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ク
ロ
ア
ゲ
ハ
の
無
尾
型
が
羽
化

輪
島
の
日
吉
氏
の
所
で
、
ク
ロ

ア
ゲ
ハ
無
尾
型
が
羽
化
し
た
。
昨

秋
、
自
宅
の
中
庭
で
採
卵
し
た
な

か
の
一
頭
で
、
残
り
は
普
通
型
が

羽
化
し
た
。
か
つ
て
南
方
か
ら
飛

来
し
た
無
尾
型
が
、
遺
伝
子
を
残

し
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

雌
し
か
採
れ
な
い
ア
カ
シ
ジ
ミ

嵯
峨
井
氏
に
よ
れ
ば
、
多
産
地

の
ア
カ
シ
ジ
ミ
は
採
っ
て
も
採
っ

て
も
雌
ば
か
り
と
か
。
き
れ
い
な

雌
ば
か
り
で
、
雄
が
い
て
も
お
か

し
く
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
採
れ
な

い
。
雌
が
異
常
に
多
い
の
か
、
そ

れ
と
も
、
雄
は
網
の
届
か
な
い
所

に
い
る
の
か
。

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
探
し
て
舳
倉
島

過
去
２
年
の
成
果
か
ら
５
月
末

に
天
候
が
崩
れ
る
と
、
大
量
飛
来

が
あ
る
と
踏
ん
だ
ア
サ
ギ
チ
ー

ム
、
天
気
図
を
に
ら
み
な
が
ら
、

渡
島
日
を
決
め
て
い
た
が
、
い
つ

行
っ
て
も
島
は
晴
れ
上
が
り
、
ア

サ
ギ
の
記
録
は
ゼ
ロ
。
晴
れ
て
ほ

し
い
と
降
る
雨
な
の
に
、
降
れ
と

願
え
ば
晴
れ
上
が
る
。
天
気
に
泣

か
さ
れ
た
渡
島
で
あ
っ
た
。

金
沢
城
趾
で
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ

か
つ
て
は
、
限
ら
れ
た
場
所
で

し
か
観
察
で
き
な
か
っ
た
ウ
ラ
ナ

ミ
ア
カ
、
最
近
は
増
え
て
、
何
処
で

も
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
今
年
は
、
つ
い
に
金
沢
の
中
心

部
、
金
沢
城
趾
で
も
観
察
さ
れ
た
。

松
本
和
馬
氏
、
山
科
で
採
集
活
動

本
会
の
産
み
の
親
の
一
人
、
松

本
氏
が
久
々
に
金
沢
で
ネ
ッ
ト
を

振
っ
た
。
折
し
も
、
医
王
山
で
は
、

長
竿
大
会
が
開
か
れ
て
い
た
が
、

ゼ
フ
に
は
目
も
く
れ
ず
、
か
つ
て

通
っ
た
山
科
に
入
り
込
ん
だ
。

ゼ
フ
竿
担
い
で
医
王
山
に
集
結

ゼ
フ
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
の
六

月
一
六
日
、
医
王
山
馬
の
背
ポ
イ

ン
ト
に
は
、
例
会
を
し
の
ぐ
会
員

が
集
結
し
た
。
手
に
手
に
長
竿
を

持
っ
た
一
群
を
、
何
も
知
ら
な
い

善
良
な
人
た
ち
は
、
遠
く
か
ら
恐

る
恐
る
眺
め
て
い
た
と
か
。

能
登
で
、
新
産
地
開
拓
に
励
む

能
登
の
ゼ
フ
は
ま
だ
ま
だ
未
開

拓
と
、
松
波
に
勤
務
の
日
吉
宏
朗

氏
は
、
奥
能
登
各
地
で
、
採
集
に

励
ん
で
い
る
。
穴
水
、
内
浦
、
能

都
、
輪
島
と
、
ア
カ
や
ミ
ズ
イ
ロ

を
採
集
し
て
い
る
が
、
あ
っ
と
驚
く

も
の
が
採
れ
て
る
か
も
し
れ
な
い
。

白
水
文
献
目
録
、
年
内
に
発
刊
か

白
水
先
生
の
日
本
産
蝶
類
文
献

目
録
は
、
一
九
七
七
年
ま
で
ま
と

め
ら
れ
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、

追
補
版
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
追
補
版
、
白
水
文
庫
刊
行
会

が
設
立
さ
れ
、
つ
い
に
発
刊
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
刊
行
会
の
代

表
は
西
山
保
典
氏
、
事
務
局
長
は

淀
江
賢
一
郎
氏
で
、
年
内
に
発
行

翔 １５７号 例会は偶数月・５月・７月の第１木曜日８時から
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